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研究成果の概要（和文）：わが国のがん経験者（サバイバー）が社会の中で自分らしい暮ら

しを実現する障壁となる社会的問題を把握するため、地域・職域・学校に関連する社会調査

を実施した。具体的には、一般市民のがんイメージ調査、栃木県内の養護/一般教諭調査、親の

がんに関する文献検討と海外の資料収集、小児がん患者の母親の就労調査などを実施し、我が

国の医療システムや文化に基づいた支援のあり方を考察した。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to reveal social problems that 
cancer survivors confront in local communities, workplaces, and schools.  We 
conducted surveys regarding 1) the general public’s perception of cancer prognosis and 
incidence, 2) school teachers’ perception of support for children whose parents have 
cancer, and 3) work-related issues experienced by mothers of children with pediatric 
cancers. Based on the results, we discussed measures that could achieve an effective 
and sustainable support system for cancer survivors in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 

がんは日本人にとって極めて身近な疾病

であり、治療成績の改善および社会の高齢化

によるがん罹患者数の増加にともない、がん

治療後も長期に生存して活発な社会生活を

送る人々の数も急増している。地域がん登録

に基づく５年相対生存率は全がん平均で

54％に達し、2015 年末の短期がん生存者（診



断後 5 年未満）と長期がん生存者（診断後 5

年～25 年）の合計は 533 万人にのぼると予測

されている。これらのデータは、がんを「死

に直結する病気」ではなく慢性病としてとら

え直す必要性と、がん罹患後も長期生存する

人々の生活の質向上の支援が喫緊の課題で

あることを示している。 

 
２．研究の目的 

わが国のサバイバーが社会の中で自分ら

しい暮らしを実現するために、彼らや家族

が直面する社会的問題を詳細に把握し、日

本の文化的背景や医療システムに基づいた

実効性かつ持続性のある対策を提言するこ

とである。本研究では特に、地域・職域・学

校における問題に着目した。 

 
３．研究の方法 

本研究では、それぞれの社会調査におい

て、質問紙調査、インターネット調査、個

別インタビューの手法を用いた。本研究内

で実施するすべての調査は、ヘルシンキ宣

言第５次改定および厚生労働省が定める臨

床研究に関する倫理指針および疫学研究に

関する倫理指針に従い、十分な倫理的配慮

をした。 

 

４．研究成果 

（１）学校現場における、がんの親を持

つ子どもへの支援研究 

 ①養護教諭調査 

栃木県内の小・中・高校に勤務する全養

護教諭720名を対象に無記名自記式質問紙

調査を実施。有効回答数256（有効回答率

35.6%）。平均年齢44.2歳。回答者の24.2％

は、がんを持つ親の子どもに関する相談を

受けた経験を有した。実際に行った関わり

は1)「担任・学年主任との連携」49名、2)

「生徒と面談」40名、3)「他職種（スクー

ルカウンセラーや心の教室相談員）との連

携」8名、「がんの親との面談」8名、「グル

ーフケア」8名。相談経験の有無に関わらず

、養護教諭が参考にしたい情報・事柄とし

て、1)子どもの年齢に応じたがんという病

気の説明の仕方（79.2％）、2)子どもに表れ

る反応（心理面、身体面、行動面）（73.5％

）、3)子どもを支援する際の留意点・介入後

の対応について（71.9％）が選択され、実

際の子どもへの対応に関する情報が求めら

れていることが明らかになった。 

②一般教諭調査 

那須塩原市内の公立小中学校35校に勤務

する一般教諭1014名を対象として無記名自

記式質問紙調査を実施。有効回答数608（有

効回答率60.0%）。平均年齢39.8歳。がんを

持つ親の子どもに関する相談を受けた経験

を有したのは回答者の11.2％であり、相談

にのった相手は生徒の母、生徒自身、生徒

の父、他の教諭の順であった。がんの親を

持つ児童生徒を支援していく際に、参考に

したい事柄や知っておきたい情報としては

「年齢に応じた病気説明の仕方」「子どもの

反応」などが挙げられた。  

③教員向けガイドブックの開発 

平成 21-22 年度で実施した養護教諭と一

般教諭調査の結果、および海外の教材のコン

テンツを参考にして、「親ががん治療を受け

る子どもへの支援」に関する学校関係者向け

の小冊子を作成し栃木県内の学校関係者に

配布した。小冊子では、調査結果を紹介する

とともに、子どもや親に向けた支援へのアド

バイスや参考資料を記載した。 

今後、ガイドブックを用いた教員向けセミ

ナーなどの企画・実施・評価を予定しており、

学校における支援の展開が期待される。 

 

（２）日本人のがん５年生存率イメージ

調査の分析 

国内に居住する一般市民 3021 名（成人調

査モニター約 69 万人の中から、年齢・性別・

居住地を国勢調査データに準拠した構成割

合で無作為抽出）を対象としたインターネ

ット調査を実施し、一般市民が抱くがん種

別５年生存率イメージおよび生涯がん罹患

率のイメージを質問した。有効回答数 2369

（有効回答率 79.9％）。回答者の平均年齢は

50.5 歳。回答者は「すべてのがん」の５年

生存率を約 5 割と回答。地域がん登録に基

づく疫学データでは予後が良好な甲状腺が

ん（５生率 92%）、精巣がん(同 92%)、乳が

ん(同 86%)などのがん種についても、その５

年生存率を 4-6 割と回答しており、医学的

事実と一般市民のがんイメージの乖離が明

らかになった。いくつかのがんでは、女性、

年齢が高い者、家族や友人にがん治療を持

つ人がいる者は、有意に５年生存率を高く

認識していた。 

日本人男女の生涯がん罹患率に関しては、



回答者の正解率は日本人男性について 8.5%、

日本女性について 33.1%にとどまっていた。

年齢の若い者、学歴の高い者、家族や友人

にがん治療を持つ人がいる者は、有意に生

涯がん罹患率を高く認識していた。 

我が国の一般市民のがんイメージは、疫

学的事実と大きくかい離していることが明

らかになった。誤ったイメージを是正する

ための方策が必要である。 

 

（３）小児がん患者の母親の就労状況調査 

小児がん患者の母親の就労状況について、

小児センター病院血液腫瘍外来にて手渡し

により質問票を24部配布し、13部を郵送回収

した（回収率54.2％）。母親の年齢は30歳台

(61.5%)が最も多く、患者の診断時の平均年

齢は5.3±3.19歳、現在の平均年齢は8.3±

3.3歳であった。疾患名は、白血病8名(61.5%)

が最も多かった。 

治療中に正規社員として就労を継続した

母親は1名のみで、その他の母親12名は就労

していなかった。就労を継続した理由は、「

生計維持のため」であり、就労していなかっ

た理由は、「子どもへの面会・介護に専念し

たい」という理由が最も多かった（75.0％）

。治療終了後は4名が就労し、9名が就労して

いなかった。就労していない9名のうち、6名

に就労の希望があった。就労の希望があって

も、就労していない主な理由は、「小児がん

患者の再発の不安」、「小児がん患者の看護や

介護」、「就労に対する家族の理解が得られな

い」であった。調査は現在も継続中であり、

今回は少数事例の分析に留まるが、諸外国の

既存研究と比較して就労継続・復職率は低い

ことが示唆された。治療後も継続する母親本

人のストレスや、兄弟姉妹へのサポートなど

をふくめた包括的な支援が必要と考えられ

た。 

 

（４）自然災害時におけるがんサバイバー支

援に関する研究 

 東日本大震災後に被災地のがんサバイバ

ーが直面した困難や医療者の対応について、

岩手県の看護師２名のヒアリングを行うと

ともに、被災地支援を行った学会関係者や支

援グループによる学会・文献発表の内容を時

系列に分析した。 

 発災後の医療状況は１週間以内の「生存を

目指す期間」、２か月以内の「防ぐことがで

きる死亡を防ぐ期間」、３か月以降の「復興

期」に大別され、各段階でがん医療とそれ以

外も含む医療全般とは不可分に関連してい

た。特にがん医療に特化すると、被災による

治療の途絶、患者と家族の心身の疲弊、在宅

医療システムの崩壊が課題であった。被災地

以外の地域でも、被災地に存在する製薬工場

の不稼働による薬剤不足（甲状腺末など）や

計画停電による病院機能の低下が認められ

た。 

 発災早期から全国のがん診療連携病院が

患者受け入れを表明したが、今回の震災では

治療を目的として地元を離れる患者・家族は

少数であり、被災地内での支援の構築が今後

の課題であることが明らかになった。 
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